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１．組織の概要 

（１）事業所名及び代表者氏名 

株式会社 由貴工業 

代表取締役 武田竜子 

     設立年月日  平成 29 年 6 月 22 日 

（２）所在地 

登記上：神奈川県川崎市川崎区小田１－４－１７ 

本社  ：神奈川県川崎市川崎区浜町４－１６－８ 

 

 

（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 

環境管理責任者  武田竜子 

担当者        武田竜子 

連絡先  電話   ０４４－２０１－８７８１ 

ＦＡＸ   ０４４－２０１－８７８５ 

ｅ-mail info@yuki-kougyou.co.jp 

 

 

（４）事業活動の内容 

土木工事 

 

（５）事業の規模  

  

資本金 （千円）    5000 

工事件数（件）      4 

売上高 (百万円)     21 

従業員数 (人)      ７ 

延床面積 (ｍ2)     41.2 ㎡ 

 建設業許可：神奈川県知事許可（般-29）第 84540 号 

 

２．対象範囲 

（１）認証・登録対象組織 

本社 

 

（２）認証・登録対象活動 

当社で行う全ての業務 
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                 ３．環境管理体制 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

役職 責任及び権限 

代表取締役社長 
１、 環境管理責任者の任命 

２、 経営における課題とチャンスの明確化 

３、環境方針の制定 

４、環境経営システムの実施及び管理に必要な資源の準備 

５、環境経営システムの定期的見直しの実施 

６、社内情報の外部公開可否決定 

環境管理責任者 
１、環境経営システムの確立、実施、維持、継続的改善 

２、社長への環境経営システムの実施状況報告 

３、推進機関であるＥＡ２１ＥＭＳの事務局の責任者として事務局運営 

４、それぞれの業務、役割に応じ、必要な教育、訓練を適切に計画、実施 

５、関連法規の取りまとめ表の維持管理、遵守徹底 

６、環境関連文書及び記録の作成、整理 

部門責任者 
１、 環境経営システムの方針、実施計画を自部門で 

実施、維持、継続的改善 

２、環境上の緊急事態への準備及び対応 

従業員 
１、 環境経営方針を理解し、部門の環境経営計画に従って活動する 

 

代表取締役社長 
武田竜子 

   環境管理責任者 
武田竜子 

工事部・部門責任者 
岩崎勇太 

○   ○ 

総務・部門責任者 
  武田竜子 

    

ＥＡ２１事務局 
武田竜子 
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４．環境経営方針 

 
 株式会社由貴工業は、土木工事を通じ、地球の豊かな自然を守ることに取り組み続けます。 

全社員一丸となって地球温暖化防止の活動に継続的に取り組みます。 

 

 
１．電力、車両用燃料などの使用量を減らし、二酸化炭素排出量の削減に取り組みます。 

  

２．廃棄物の分別、リサイクルを徹底し、廃棄物を減らします。 

 
３．節水に取り組みます。 

  
４．環境にやさしい工法に取り組みます。 

 

５．環境に関する法令と、当社が約束したことを守ります。 
 

 
６．環境経営の活動は、継続的に改善をしていきます。 

 
７．全社員にこの方針を知らせ、環境を守る意識を向上させます。 

 

  

 

 

 

 

 

 
2022 年 10 月 20 日 

株式会社  由貴工業     

代表取締役 武田 竜子 
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５．(基準年の環境負荷と)環境経営目標 

環 境 目

標 
項目 

基準年（実績） 年度目標 中期目標 

2022 年度 

（通年） 

21 年 11 月

～ 

22 年 1 月 

2023 年 度

（通年） 

22 年 11 月

～ 

23 年 1 月 

2024 

年度 

2025 

年度 

21/12∼22/11  1％削減 １％削減 ２％削減 ３％削減 

１ ． 二 酸

化 炭 素

排 出 量

削減 

 

ＣＯ２総量 

Ｋｇ－ＣＯ２ 

30,945.09 

 

7,398.76 30,635.64 7,324.77 

 

30,326.19 3,0016.67 

① 電 力

使 用 量

の削減 

電力使用量 

Ｋｗｈ 

2,113.6 650.8 2,092.4 644.3 

 

2,071.3 

 

2,050.2 

 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 

936.32 288.3 926.96 285.4 917.59 908.23 

 

② ガ ソ リ

ン 使 用

量 の 削

減 

ガ ソ リ ン 使

用量（Ｌ） 

2,914.06 862.39 2,884.92 853.76 

 

2,855.78 2,826.64 

 

Ｋｇ－ＣＯ２ 6,760.62 2,000.74 6,693.01 1,980.73 6,625.4 6,557.8 

③ 軽 油

使 用 量

の削減 

(現場) 

軽油使用量 

（Ｌ） 

9,010.91 1,980.51 8,920.8 1,960.7 8,830.69 8,740.58 

 

ＣＯ２ 

Ｋｇ－ＣＯ２ 

23,248.15 

 

5,109.72 23,015.66 5,058.62 22,783.18 22,550.7 

        

２ ． 一 般

廃 棄 物

排 出 量

の削減 

一般廃棄物

排 出 量 （ Ｋ

ｇ） 

 

― 

 

― 

実績値把握 104ｋｇ 

 

2023 年 度

実績値を参

考に設定 

2023 年 度

実績値を参

考に設定 

        

3.建設廃

棄物リサ

イクル率

向上 

リ サ イ ク ル

率（％） 

― 

 

― 実績値把握 100％ 2023 年 度

実績値を参

考に設定 

2023 年 度

実績値を参

考に設定 

 

        

４ ． 水 使

用 量 の

削減 

水の使用量

（㎥） 

78.8 20 78.0 19.8 77.2 76.4 

        

5.手 戻 り

工 事 の

削減 

件数 10 1 10 1 10 10 

        

※ＣＯ２排出係数は 0.443Ｋｇ－ＣＯ２を使用。（購入：東京電力エナジーパートナー） 

※当社は化学物質は扱っていない。※プロパンガスは少量のため目標化しませ 
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６．環境経営計画の内容 

  当社の環境保全に向けた具体的な取組の内容を以下に示します。 

 １．二酸化炭素排出量削減 

（１） 電気使用量の削減 

① 使用していない照明やパソコンを消すことによる電力使用量の抑制 

② 冷暖房の温度の設定管理 

（２） ガソリン、並びに軽油使用量の削減 

① 燃料効率の良い速度で運転 

② 効率の良い配車計画による車利用 

③ アイドリングストップ 

④ 適正な空気圧の保持 

⑤ 適正な車両の整備 

２． 廃棄物排出量の削減 

①分別の徹底 

②コピー用紙の裏紙利用 

３． 建設廃棄物のリサイクル率向上 

① 分別の徹底 

② マニュフェストの適切な管理 

４． 水使用量の削減 

①節水意識の喚起 

５．手戻り工事の削減 

 ①事前調査の徹底 

②施工後の最終確認の徹底 
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７．環境経営計画、環境経営目標の実績、取組結果とその評価 

 

環境活動計画 

取組結果とその評価（2022 年 11 月～2023 年 1 月） 

環境目標 

１％削減 

実績 
達成

区分 
環境経営計画の取組み評価 

１．二酸化炭素

削減 
7,324.77 

kg-co2. 

7,312.71 

 kg-co2 

         

〇 ・意識が格段に向上していると思う。 

① 電力使用量削減 

・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

 

644.3 

kWh 

 

559.6 

kWh 

 

〇 

・電気を消す習慣が行き届いてきた

と感じる。引き続き取り組む。 

②ガソリン使用量削減 

・車両の点検整備の徹底 

・エコドライブの徹底 

 

 853.7 

Ｌ 

 

539.7 

   Ｌ 

 

〇 

・引き続き取り組みを継続する。 

③軽油使用量削減 

・車両の点検整備の徹底 

・エコドライブの徹底 

 

 1960.7 

   Ｌ 

 

2245.3 

     Ｌ 

 

× 

・遠方の現場が始まったため、燃料

を多く消費した。引き続き取り組み

を継続する。 

２．廃棄物排出量削減 

・廃棄物分別の徹底 

・排出量の測定 

 

 

実績値把握 

 

104ｋｇ 

 

 

〇 

・引き続き取り組みを継続する。 

３．建設廃棄物のリサイ
クル率向上 

・分別の徹底 

・マニュフェストの管理 

 

実績値把握 

 

 

１００％ 

 

 

○ 

・引き続き取組みを継続する。 

 

４，水使用量の削減 

 ・節水意識の喚起 

19.8 

    ㎥ 

20.9 

㎥ 

 

 ✕ 

・現場が遠く余分に水を用意していく

必要があるためやむを得ない、その

ほかは引き続き取り組みを継続す

る。 

５．手戻り工事の削減 

 ・事前調査 

・施工後の確認の徹底 

 

10 

件 

    0 

    件 

 〇  

 

○：目標達成、×：目標未達 
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８．次年度の環境経営目標及び環境経営計画 

 

 

環境目標 

環境経営目標及び環境経営計画（2022 年 12 月～2023 年 11 月） 

基準値 

 

環境目標 

1％削減 

 

担当者 
次年度の取組内容 

１二酸化炭素削

減 
30,945.09 

kg-co2. 

   30635.64, 

 kg-co2 

         

  

① 電力使用量削減 

 

2,113.6 

  kWh 

2,092.4 

  kWh 

武田 ・エアコンの温度管理 

・消灯の徹底 

・不使用機器電源 Off の徹底 

② ガソリン使用量削減 

 

2,914.06 

    Ｌ 

2,884.92 

    Ｌ 
岩崎 ・エコドライブの徹底 

・車両の点検整備の徹底 

・効率の良い配車計画 

③ 軽油使用量削減 

 

 9,010.91 

   Ｌ 

8,920.8 

     Ｌ 
岩崎 ・運転者教育の実施を再度行う。 

・エコドライブの徹底 

・車両、重機の点検整備徹底 

・効率の良い配車計画 

２．廃棄物排出量削減 

 

― 

 

2023 年度実績

値 を 参 考 に 設

定 

 岩崎 ・排出量把握の徹底を図る。 

・分別廃棄の徹底 

 

３．建設廃棄物リサイク
ル率向上 

 

― 2023 年度実績

値 を 参 考 に 設

定 

岩崎 ・廃棄物分別の徹底 

・マニュフェストの適切な管理 

４．水使用量の削減 

 

78.8 

㎥ 

78.0 

㎥ 

武田 ・節水意識の喚起 

・漏水のチェック 

５．手戻り工事の削減 

 

   10 

件 

    10 

    件 

岩崎 ・事前調査の徹底 

・施工後の最終確認の徹底 

・現場パトロールの強化 
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９．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

適用される主な環境関連法規等は次のとおりである。 

承認 確認者 

武田 岩崎 

 

適用環境関連法

規等 

適用される事項（施設、物質、事業活動等） 確認 確認日 

廃棄物処理法 一般廃棄物の適正処理、産業廃棄物（汚泥、金属

クズ、廃プラ、廃油等）マニュフェストの管理と報告 

〇 2022 年 

12 月 1 日 

建設リサイクル法 特定建設資材リサイクル 〇 12 月 1 日 

容器包装リサイク

ル法 

容器包装廃棄物の適正処理 該当

なし 
12 月 1 日 

家電リサイクル法 特定家庭用機器の適正処理 該当

なし 
12 月 1 日 

小型家電リサイク

ル法 

使用済み小型電子機器の適正処理 

 

該当

なし 
12 月 1 日 

自動車ＮＯｘ・    

ＰＭ法 

使用車両の窒素酸化物、排出基準に適合 〇 12 月 1 日 

神奈川県生活環

境の保全等に関

する条例 

騒音・振動の規制基準の遵守 〇 12 月 1 日 

フロン排出抑制法 エアコンフィルター清掃と簡易点検 〇 
 

12 月 1 日 

    

    

    

環境関連法規等の遵守状況を確認し評価した結果、環境関連法規等への違反・訴訟はあり 

ませんでした。なお、関係当局よりの違反等の指摘は過去 3 年間ありません。 
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１０．代表者による全体評価と見直しの結果 

１－① 二酸化炭素削減 

 軽油使用量において目標を達成することが出来なかった。これは主に活動期間に始まっ

た受注現場が昨年の実績時より遠くなったことが原因と思われるが、従業員の二酸化炭素

削減への意識向上は目を見張るものがあり、取り組みの成果は出ていると感じている。取り

組みを始めてよかった。 

４ 水使用量削減 

 受注現場の距離（遠いと帰ってこられないため多めに用意する。）や作業内容によって

増えてしまっているが意識は向上していると感じる。今後は工夫によって更なる削減に向

け努力する。 

 

全体 

 全ての目標達成は出来なかったが、環境活動において社員の意識向上はできていた。

しかし、目標未達成の分野においては更なる改善と創意工夫が必要である。 

今後は結果が残るよう一人ひとりが目標達成に向け努力する。 

 

以 上 


